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クリティカルリーディングＩ（全・英）-E3
Critical Reading I (All Faculties,
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 Part-time Lecturer,SUZUKI DAISUKE

 

　Group  Career Development 　Field(Classification)  International Communication

 Language of
 instruction  Japanese 　Old group  Group C
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 weekly
 time blocks 

 1

  Eligible students  For all majors  Target year 2nd year students or above

　Number of credits  2

  Year/semesters  2025・First semester 

 Days and
 periods  Wed.2

  Class style Seminar
 (Face-to-face course)

 

 [Overview and purpose of the course]
本演習を通して、伝達手段としての英語力の向上だけでなく、各学部における専門教育の基礎とな
るような英語力の醸成を目指す。具体的には、基本的な学術書から実際の英語表現や語彙・文法を
学ぶと同時に、英語をテーマにした学術的な英文に触れることで、読解力を一層確実なものとする。
また、学術論文やエッセイを正しく読みやすい英語で書くための基礎的な技能の習得も目指す。

 [Course objectives]
・学術英語における必要最低限の語彙や表現を使いこなせるようになる。
・学術的な文章に用いられる論理構造を理解する。
・実際の英文においてそのような構造を把握できるようになる。

 [Course schedule and contents)]
パラグラフの構成や種類、エッセイや論文のスタイルを理解することで、学術英語における文章表
現や論理構成を考えていく。

英語に関連した様々なトピックの英文読解やライティング課題の取り組み、さらには各テーマに関
する議論等を行う。

・授業スケジュール

第1回　Introduction
英語という言語、さらにはその歴史について概要を述べる。また、授業の進め方や準備を周知する
と同時に、発表の方法について触れながら、受講者の担当部分を決定する。

第2回～第14回　『英語の歴史』の精読
Chapter 1. The origins of English　
Chapter 2. Old English
Chapter 3. Middle English
各chapterについて２～４回の授業を充てる。上記で示した方法により、題材の精読と、その内容に
ついての議論等を行う。教科書の内容や担当者の習熟度によって進度は大きく異なってくるが、毎
回、数ページ程度を読み進めていく。同時に、学術英語に関わるライティング課題にも取り組む。

フィードバック
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クリティカルリーディングＩ（全・英）-E3(2)

 [Course requirements]
None

 [Evaluation methods and policy]
平常点（出席状況や授業への取り組み、提出物の内容）60%
発表（担当） 40%

 [Textbooks]
David Crystal （西出公之註） 『A History of the English Language （英語の歴史）』（成美堂）ISBN:
4-7919-3608-6
 [References, etc.]
  （References, etc.）
Introduced during class

 [Study outside of class (preparation and review)]
教材の予習や復習、課題の仕上げを行う。

 [Other information (office hours, etc.)]
 

 [Essential courses]


